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「すば ら しい新世界」の

二 つの社会 について

三 浦 良 邦

『すばらしい新世界』は未来の機械文明 ・科学文明社会之そこでの人間

を描いたものであるが,ハ ックスリーはこの作品で二つの対照的な社会を

読者に提示している。一つは標題でもある 「すばらしい新世界」 と考えら

れる文明社会であり,も う一つはそれに抵抗する野蛮人 ・ジ ョソの世界で

ある。この小論では,こ の二つの社会の内容およびハヅクス リーのそれに

対する考えをみてみたい。

互

『すばらしい新世界』 は未来の想像上のフォー ド紀元632年 の物語であ

る。フォード紀元元年は1908年 で,こ れはT型 自動車を発明しその大衆化

に成功したヘンリー ・フォードY'ちなんで名付けられた紀元である。新世

界では地球上の社会は一つの世界国家を形成してお り,世 界国家のモット

ーは 「共有 ・均等 ・安定」である。これを実現する為に科学 ・心理学等を

応用して国民の徹底した管理 ・統制が行われている。まず社会はピラ ミッ

ド型の階級的社会であ り,国 民は各人の社会的機能によってアルファ ・べ

_タ_・ ガソマ ・デルタ ・エプシロンの階級Y'分 類されている。彼らはす

べて母の胎内から自然に生まれるのではなく,試 験管の中で人工的Y'受 精

・孵化されて生まれて くる。大量生産の原則が生物学に応用され ,同 じ顔

・性質を持つ何十とい う双生児が,車 の生産のようV'人工孵化所で計画通

りの数で生産され る。これはボカノフスキー法と呼ばれ,1卵 から1胎 児
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『すばらしい新世界』の二つの社会について

ではなく,分 裂させて何十もの均等な双生児が作 り出される。それ故,地

球上の20億 の住民はたった1万 の名しか持つていない。

次に,人 間はすべて誕生以前に属する階級が決定され,成 人した時自己

の社会的地位に満足するように,試 験管中の胎児の段階で様々な生物学的

科学的方法で条件反射を植えつけられる。例えば熱帯に住む熱帯労働者は

暑さを愛し,寒 さを恐れるように,飛 行機操縦者は逆立ちしている時が一

番幸福だと感 じるようY'条件づけられる。そしてまた,以 上のようY'して

生産された幼児は新パヴロフ式条件反射 とい う訓練によって,永 久不変的

V'条件反射を植えつけられる。絵本と花 と猛烈な音と電気シ ョックとを関 ・

連づけることにより,幼 児は書物や植物に対して本能的憎悪を植えつけら

れる。また理屈ぬきの言葉による睡眠時教$〉,r19Pte..よって性教育や,自 身の階

級を最上 と思 うようY'階級教育が施される6

 I'm so glad I'm a  Beta•  •  • •Alpha children wear grey. They work much harder 

than we do, because they're so frightfully clever. I'm really awfully glad I'm a 

Beta, because I don't work so hard. And then we are much better than the 
 (1) 

Gammas and Deltas. Gammas are stupid.

この睡眠時教育法は,新 世界に於いて最も偉大な徳育的 ・社会的教化法

である。理屈ぬきの言葉を何千 ・何万回と反復することにより,一 つの真

理が完成し,人 間の生涯を通じての判断し,望 み,決 定する心が出来上る

のである。

これ らはすべて国民の幸福 ・国家の安定の為になされている。上述のよ

うな方法で条件反射を植えつけられた子供は,成 人後 も同じ精神構造を維

持し,喜 んで各人の義務を果し,逃 れられない運命を甘受し,国 家の望む

通 りに生活し,絶 対V'国家に反逆しないのである。

 `And that
,' put in the Director sententiously,  'that is the secret of happiness 

and virtue—liking what you've got to do. All conditioning aims at that : making 
                                 (2) 

people like their  unescapable social destiny.'

また,新 世 界には ソーマとい う飲物が ある。 これはアル コール とキリス

ioo



＼

『すばらしい新世界』の二つの社会について

ト教の長所を混合したもので∴全然不愉快な反作用はなく,宗 教的陶酔を

もたらし,幸 福感や愉快な幻覚症状を与え,現 実から人間を逃避させるも

のである。もし何か不愉快な出来事が起れば,人 間は ソーマを飲む習慣に

なってい る。その他に新世界の社会制度 として色々な事柄が禁止されてい

る。社会の安定を維持するには個人の安定,個 人の感情の安定が必要だと

して,親 子 ・夫婦 ・恋人等の人間鹵係はみだらなこととして廃止されてい

る。人間間Y'於 ける愛情は皆無であ り,誰 もただ1人 の人間を独占するこ

とは出来 ないのである。また,孤 独な時間を持つことやShakespeare等

の古書の読書は不健全どして禁止されてお り,宗 教も自然愛も禁止されて

いる。 これらの代 りに,人 々を退屈させない為に様 々な機械仕掛けの娯楽

遊戯があ り,乱 交が許可され性的自由が公認されている。

かな り長 くなったが,以 上が新世界の概観である。ではハックスリーは

'こ のような社会をどのように考えていたのだろ うか
。その前にもう少し新

世界を西欧駐在総統,ム スタファ・モンドの言葉を 参考に 分析してみた

い。新世界の究極の目的は人間の幸福と安定である。事実国民のすべてが

幸福に暮らしている。戦争 ・病気 ・老齢 ・欲望 ・個人的葛藤等諸 々の社会

的 ・肉体的 ・精神的苦悩が克服されてお り,死 の恐怖さえない。人々は毎

日を幸福Y'永遠に若々し く暮らし,60才 になって急に衰え死亡するのであ

る。このような面のみを考えれば,新 世界は多 くの人間が人類の未来社会

として希望を抱いてきた社会である。しかしながら,こ のような幸福の獲

得には高価な犠牲が支払われている。人間の幸福を疎外するものとして,

知識 ・芸術 ・宗教 ・純狩科学 ・真実 ・美 ・愛等はすべて抹殺され,自 由意

志は禁止されているのである。従って克己 ・貞潔 ・高邁 ・忍耐等の人問的

価値や神は不必要で存在しないので ある。"Godisn'tcompatiblewith

皿・・hinery・nd・sci・耳・ifi・m。dicineand。㎡versalh。(3)ppiness.'・つま噺

世界人は幸福になる為に人間でなくなっているのである。新世界は科学に

よって厳密に条件づけられたア リの社会のような有機的 ・合理的な全体主

義国家であり,そ の中で各個人は,安 定し幸福ではあるが,運 命づけられ

た社会的機能を 単に機械的に 実行しているだけである。 人間は機械化さ

"
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れ,科 学に隷属し,人 間としての動物的 ・精神的 ・考Z..る側面が完全に犠

牲にされている。人間はロボッ トと同じで精神は死滅し,肉 体のみが勝手
、

に動いてい るので ある。

 In Brave  Nevi World the imprisonment of the human spirit by science is 

 almost complete  ; human values have totally disappeared, natural impulses allowed 
                                        (4) 

to atrophy until the inhabitants react like automata.

、 これが 「すぼ らしい新世界」 の実態 であるが,果 してハ ックス リーは こ

の新世界を 「すぼ らしい」 と考え肯 定したので あろ うか。彼は作品の表題

の裏Y'次 のよ うなN・ ベ ルジャーエ フの一節をかかげてい る。

、

 Les utopies apparaissent comme  Bien plus 

 realisables qu'on ne le croyait autrefois. Et 

 nous nous trouvons actuellement devant 

 une question  lien autrement angoissante 

 Comment  &her leur  realisation definitive? 

 ... Les utopies sont  realisables. La vie 

 marche vets les utopies. Et  peut-  etre un 

 siecle nouveau commence-t-il,  un  siecle ou 

 les intellectuels et  la classe  cultivee  revetont 

 aux moyens  d'eviter  les utopies et de re-

 tourner  a  une  societe non utopique,  moins 
 k.5)  'parfaite' et plus

これが ハッ クス リーの考えであ ろ うと考え られ る。ユー トピアは実現可

能で あるが,こ の社会 は個性が無視 され人間性が抹 殺 された社会で あ る。

人 間固有 の価値 であ る自由が な く,人 間 の精神的価値 が消滅した社会 であ

る。 ハ ッ クス リーは人類に 幸 福か 自由かの 二者択 一を迫 っているので あ
(6)

り,科 学的唯物主義社会 を`aninsanelife'と し て否定し てい るのであ る。

II

新 世界で の生活に抵抗 す る人物 が三人い る。新世界人 のヘ ルムホル ツ ・

ワ トスンとバーナー ド ・マル クスそして野蛮人のジ ョソで ある。ヘル ムホ
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ルツは何事 においても有能すぎる人間で,そ の為周囲の人間と自分自身と

の間に差異 を感じ,社 会で孤立している人間である。そして心の奥底では

常V'何 か他 に言 うべぎ大事なことがあると考}xて お り,反 社会酌な創作活

動である 「孤独」 とい う詩を作 り発表する。バーナードはアルファ階級だ

が標準よ り背丈が低 く,そ の肉体的欠陥により常に他人の軽蔑 と敵意を感

じ,慢 性的な劣等感存こ悩み,仲 間から孤立している人間である。そして,

自意識が鋭敏にな り,憎 しみ,悲 しみ等 自然な人間の感情を一部持ってい

る。 この二人に共通するのは自意識過剰で,個 人としての自覚を所有して

いるとい うことである。前者は優秀である為に,後 者は劣っている為にそ

れぞれ 社会で孤立し,反 社会的行動をする。 しかしなカミら,二 人共新世

界で余 りにも条件づけられている為,社 会への深刻な脅威とはならなく,

最後には 島送 りにされる。 作者は二人を 新世界に 抵抗する人物としてで

はなく新世界の全体主義をより鮮明にする為に登場させていると考えられ

る。

進歩Y'抵 抗する真の人間らしい人間はジョソである。彼は中央 ロンドン

人工孵化 ・条件反射育成所長 とリソダの子供であり,彼 女が所長と野蛮人

保護地区に見物に来ていて,偶 然置 き去 りにされ,そ こで生んだ子供であ

る。この野蛮人保護地区は不順な天候 と天然資源の不足の為,新 世界 とし

て文明化する価値がな く,以 前の人間の社会的形態が残っている地域であ

る。ここでは約6万 のインディアソと混血児が結婚をし,家 族を養い,過

去の宗教酌伝統を維持してお り,迷 信 ・病気 ・老齢 ・死 ・男女感の葛藤 ・

所有欲等ヵミ依然として残存している。ジ ョγはこの保護地区で野蛮人 とし

て養育されたのであるが,両 親が新世界人であ り,ま た リンダの習慣化さ

れた行動がイソデ ィアン社会では反社会的で受け入れ られなかったので,

彼は 疎外された存在であり,孤 独であった。 また彼は 文字を教えられ,

Shakespeare全 集を読み,母 が語る新世界の様子を聞いて育った。彼は野

蛮人として自然な人間の感情 ・精神を所有する強い個性の持主に育ったの

である。彼は旅行に来た・ミーナードによって発見され,新 世界へ連れて来

られる。新世界では彼は色 々な所を見物し,様 々な経験をし次第に文明社
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会に嫌悪を感じ,新 世界に抵抗 ・反逆する。彼は新世界人のレーニナを崇

拝 し熱愛するが,二 人の性に 対する考え方の 相違により,彼 女を拒絶す

る。また公園街死病病院で母 リンダが死ぬ。彼は幼なかった目々の出来事

を思い出し,恐 怖 と悲しみで気が狂いそうになる。隣 りでは子供達が死に

対 して恐怖を感 じないように条件づけられているので,母 の死には無関心

でやかまし く遊んでいる。ジ ョソはこれをみて,母 の死を無駄にしない為

にも,新 世界人を自由にさせ よう,自 由な人間Y'さ せようと決心してソー

マ入 りの箱を窓から投げ捨てる。しかし彼の気持ちは理解されな く,怒 っ

た人々と乱闘になる。彼の精神 ・行動は文明祉会では受け入れられないの

である。この乱闘が原因で彼は総統と文明社会の功罪について議論する。

新世界はすべてのものを犠牲にして人間の幸福を追求しているのだとい う

総統の 言葉に反発して,自 分の肉体を苦行浄化し,神 を 崇拝するジョソ

は,幸 福と満足を人間の目的と考えないで,自 然な人聞生活を主張し,不

幸になる権利を要求する。

 Tut I don't want comfort. I want God, I want poetry, I want real danger, 

I want freedom, I want goodness, I want  sin•  •  •  •I'm claiming the right to be 
       (7) 

unhappy.'

そして彼 は孤立 した燈台に逃げ こみ,孤 独 を求め,原 姶 の生 活に戻 る。

しかし彼 はそ こで 自身が幸福 なのに気ず き,む ち打ち とい う自虐を求め,

自殺す る。 彼 はhapPinessかmiseryか の二者択一 を迫 られ狂気 じみ て

miseryを 追 求 し自殺す るので ある。

以上 が新世界で のジ ョンの行動であ るが,野 蛮人 ・ジ ョソの世界,彼 の

生 き方 とは どのよ うなものであ ろ うか。新世界は人間性 を犠牲Y'し て,幸

福 だけを追求 した。 しか しジ ョソは,野 蛮人保護地 区で育 ったので様 々な

人 間の不幸 な状態を背負い,新 世界が苦悩 として克 服した諸hの 苦悩 を生

として受け とめ,引 用⑦で述べ てい るよ うに 自然な人 間 として生 きよ うと

す る。彼はShakespeareを 好 み,母 を愛し,ロ マンテ ィックで神 を信 じ

てい る。彼は苦悩 し,喜 び,人 を愛し,汗 水流 して労働す る ことを望み,
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神 ・善 ・美 ・罪を望み,不 幸になる権利,悲 劇的な死さxも 望むのであ

る。彼は幸 福を求めないで,精 神的価値を求め,完 全なる生命の燃焼を求

めるのである。結局野蛮人の社会は真実 ・美を大事にし,人 間性を重んじ

る社会である。しかしこの社会は人間の諸 々の苦悩が存在し,必 ずしも人

間が幸福であるとは限らない祉会である。

この野蛮人 ・ジョンの生き方は,ハ ックスリーがr何 をしようと』で考

えた 「生の讃美者」の生き方であると考xら れ る。彼は この評論で,人 生

は多様であ り,そ の矛盾した多様なる人生をそのま奪に,全 面的真実を生

きるのが人間の理想であると主張した。

 In a word, he will accept each of his selves, as it appears in his consciousness, 

as his momentarily true self. Each and, all he will accept—even the bad, even 

the mean and suffering, even the death-worshipping and naturally Christian souls. 
                                              (8) H

e will accept, he will live the life of each, excessively.

上記の引用 と野蛮人の考え方 ・生 き方を比較する時,そ の類似性は明らか

であると考えられ る。彼は単一を主張する総統Y'挑 戦して多様の生を生き

ようとす る。しかし野蛮人は自殺するのである。 これは勿論ハックスリー

のすばらしい新世界への諷刺 もあるだろうが,彼 が これまで人生観の基盤

とした 「生の讃美者」の哲学に限界を感 じていたのではないだろうか。

 The failure of the Savage to find a real alternative suggests, in spite of the 

many echoes of  'life worship', that Huxley was moving away from the doctrine 
                  (9) 

of Do what  you Will.

ハックス リーは前作 『恋愛対位法』で 「生の讃美者」の考xを もとY',人

間の理想的な生き方は人間の動物的機能と理性的機能,肉 体と精神ゐ均整

のとれた生活であ り,自 然な人間として全人格的Y'生 きることであるとし

た。しかし,こ のよ'うな生活は複雑な現代社会では不可能だと彼は悟った
(10)

の で は な い か 。
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III

ハックスリーは 『すばらしい新世界』では現代社会を注視し,理 想的な

人間の生き方 ・人間社会を考えながら,す でに1・ 皿でみてきたように何

も解決法を提示しrxて いないように思われる。彼は現代社会が志向してい

る人間個人の価値を無視する科学文明を批判し,進 歩への盲 目的崇拝,快

楽主義の危険性を強調し,諷 刺している。しかしその一方では人間的価値

を有する生き方を提供できないでいる。つまり作品はハックスリー自身の

ジレソマ,内 部矛盾の表現だけにとどまっているのである。彼は1932年 で

は新世界と野蛮人 とい うどちらも不完全な社会 ・生き方しか考えられなか

ったのであ り,真 実 ・美 ・幸福が総合された社会を切望しながら,そ れが

可能だとは考えなかったのである。後に彼は神秘主義に共鳴し,『 永世哲

学』を発表した1946年Y'は 第三の道を提唱している。

 If I were now to rewrite the book, I would offer the Savage a third  alterna-

tive. Between the utopian and the primitive horns of his dilemma would lie the 

possibility of sanity a possibility already actualized, to some extent, in a 

community of exiles and refugees from the Brave New World, living within 
 (n) 

the borders of the Reservation.

ここで述べ られ てい る`acommunityofexilesandrefugees'は 何 かの

理 由で新世界での共 同体生 活に適合す るには 自意識的 な個人主義に陥 り,

公 認 の思想に 飽 き足 らず,自 分勝手 な思想を 持つ人間 のい くところであ

る。 ここでは科学は人間の為Y'使 わ れ,宗 教 は東洋的神秘主義であ る。結

局,ハ ックス リーはH・G・ ウェル ズの ように人間 の未来 を楽観す る こと

はで きなか った のであ り,ま た ロレソスゐ影響 を受けて考 えた 「生 の讃美

者」 の人生態度Y'も 納得で きなか ったのである。 この後,彼 は東洋的神秘
■

主義 に向か う。

    Sadly enough, the author could find no earthly solution. Rejecting this world 

   entirely in bitterness and disgust, Huxley adopted the philosophy of  nonattach-

                    , 

   ment, a mystical belief of Buddhist origins, which leads man  away from the 
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                                                          (12) 
ugliness of bodily existence and immerses him in eternal, changeless verities.

注

(1) Brave New World (London, 1967), p.21. 

(2) Ibid., p.12. 

(3) Ibid., p.192. 

(4) Aldous Huxley:a Study of the Major Novels, ed. Peter  Powering (London, 
 1968),  p.104. 

(5) Brave New World, p.v. 

(6) Ibid., p.vii. 

(7) Ibid.,  p.197. 

(8) Do What You Will (London, 1956), pp.282-283. 

(9) Aldous Huxley : a Study of the Major Novels, p.106. 
(9) Beyond the Mexique Bay (London,  1949), pp.314-315. 

(13) Brave New World, pp.viii—ix. 

(12 Three Modern Satirists : Waugh,  ,Orwell, And Huxley, ed. Stephen J. 
  Greenblatt (London, 1965) p.101. 卩

卩

1

●

107


